
視力表の違いによる屈折値の変化 

――logMAR視力表・字詰まり視力表・字一つ視力表を比較して―― 

 

視能訓練士学科 1年制 

 

【背景】 

実習中に字一つの視力表で屈折検査したところ，字

詰まりの視力表で検査した時と比べてプラス寄りの結

果となることがあった．この現象が普遍的なものであ

れば，字一つ視力表を用いて眼鏡処方をするとプラス

寄りの度数の眼鏡になってしまい，想定していた見え

方が得られないということになる．字一つ視力表での

屈折矯正値と，字詰まり視力表での屈折矯正値の結果

にどのような差があるのか疑問に思い，研究を行った．

また，視標の間隔が視力に影響するという報告があっ

たため，視標間隔が字詰まり視力表よりも狭い視力表

として，logMAR視力表を用いての視力検査も行った． 

 

【対象および方法】 

 対象者は大阪医療福祉専門学校視能訓練士学科 1 年

制の 20歳代から 40歳代の男女 38名計 38眼とした． 

 まず，字詰まり視力表での完全矯正を行い，その後

10分間の休憩をはさんで，logMAR視力表と字一つ視

力表で屈折矯正を行った．被検者には，検査を行った

際の見やすさなどについてのアンケートを行った． 

得られた結果は，字詰まり視力と字一つ視力，字詰

まり視力と logMAR視力，字一つ視力と logMAR視力

の 3 つの組み合わせで比較を行った．統計処理は，

Microsoft社 Excel 20にて t検定を行った． 

 

【結果】 

 

 

 

 

 

図 1．字詰まり視力表を基準とした屈折値の変化 

 字詰まり視力表と字一つ視力表での完全屈折矯正値

の球面度数を比較すると有意差がみられ，字一つ視力

表での屈折値の方がプラス寄りになった割合が一番多

かった．字詰まり視力表と logMAR視力表での完全屈

折矯正値の球面度数も有意に変化しており，マイナス

寄りになった割合が最も多かった（図 1）．また，字詰

まり視力表での最高視力と比較して logMAR視力表で

の最高視力が下がった人の割合が半数以上であった． 

 アンケートの結果，logMAR視力表を用いた検査は，

字詰まり視力表を用いて行った検査よりも注視できな

い，疲労度が高く見づらさを感じやすいという回答が

多くみられた． 

 

【考察】 

 先行研究では，網膜上のボケ像により調節が引き起

こされることが示されており，その結果近視よりの屈

折値となることが報告されている．字詰まり視力表で

は，指している視標の周りにあるランドルト環のボケ

が網膜上に投影されていることになり，網膜上に投影

されるボケ像が増えた結果，調節が誘発されてマイナ

ス寄りの屈折値になったことが考えられる．さらに

logMAR 視力表では視標間隔が狭くなっているため，

周辺の視標と判別する必要があり，調節を行うことで

より鮮明な像を網膜上に結像させなければランドルト

環の切れ目を判断できなかったことが考えられる．ま

た，字詰まり視力表での最高視力と比較して logMAR

視力表での最高視力が下がった要因として，視標の間

隔が狭くなることで一つの視標が注視できなくなった

ことがアンケートの結果からも示唆される． 

 

【まとめ】 

 今回，3 種類の視力表を用いて視力検査を行い，屈

折値の比較を行った．その結果，字一つ視力表が最も

プラス寄りの屈折値となり，logMAR 視力表が最もマ

イナス寄りの屈折値となる傾向があることがわかった． 

今回の研究では，遠視眼と比べて近視眼の数が多く，

比較が困難であったため，被検者の数をそろえて検査

を行って比較を行う必要があった． 
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